5番街の影法師

"5番街"

スパイディ：5番街…、ファントムの穴場
スパイディ：ベネッツが掲載されるのに十分豪華だ。
            JJJはトイ・ドライブに興味ないけど
　　　　　　でもあの出展品はそうだ
　　　　　　探してる獲物だけに
            このコートに送信機をつけよう
　　　　　　追尾装置でファントムの居場所がわかる
　　　　　　おっと！クモ感覚だ
ファントム；これはこれは、スパイダーマンではないか
スパイディ：ファントム！
ファントム：なぜ貴様は御利口なのだ？
スパイディ：頭がいいからさ！
            撃ったれた…おいっ…!

ファントム：良い夢を、衣装の塊…
            よくやったマリー、とても魅力的だ
　　　　　　1戦目が終わった後、何をするかはしってるな？
マリー：はい、マスター
　　　　毛皮のコート…鏡…チェア…
店長：みんな消えた、宝石に毛皮のコートまで！
　　　そこに5番街のファントムとスパイダーマンがいたんですよ！
スパイダーマン：確かに盗品はドラキュラ伯爵に上げた
店長：ハハーン！ほれみろ、認めたぞ！捕らえろー！
警官A：ではこれから事情聴取をするので、手を挙げてください
スパイダーマン：お言葉に甘えて…
警官B：止まれ！撃つぞ！
スパイディ：本物を見つけてくるよ！
店長；逃がすなー！
スパイディ：さあ、毛皮のコートにつけた送信機の様子を
　　　　　　追尾装置でチェックしよう
　　　　　　ファントムの居場所は…
　　　　　　おかしいなぁ…動かない…
　　　　　　追尾装置を修理している間、送信機が見つからないといいけど
ファントム：ああサンドラ、どんな物を小さくしたか見せてくれないか？
サンドラ：こちらです、マスター。
ファントム：これは…とても価値のある物だ…
　　　　　　それを大きくしろ…
　　　　　　ダイアンはどうだ？
　　　　　　これはまだイケるな…
スパイディ：わかんないな…動いてるってことは、音が小さいだけ？
　　　　　　動いた！強く来てる！
　　　　　　仕事に戻ろう、手遅れになる前に

ファントム：マリーからの報告がまだだ、失敗したら絞め殺す
サンドラ：おまたせ、マスター
ファントム：やっとか…ドールハウスは…どこだ？
サンドラ：デイリー・ビューグル社に送りました

ベティー："このトイ・ドライブをデイリービューグル社に寄贈します
　　　　　5番街のベネッツより"
ジェイムソン：おはようございます
ベティー：おはようございます
ジェイムソン：この玩具はなんだ？
ベティー：ベネッツのドールハウスです
ジェイムソン：机からどけろ
ジェイムソン：ここは新聞社だ、おもちゃ工場じゃないんだぞ
ジェイムソン：ミス・ブラント！これはどういうことだ？
ベティー：デイリービューグルのトイ・ドライブは大成功です
　　　　　ワシはオフィスからの成功を収めるよ
スパイディ：デイリー・ビューグルから？一体どういうこと？
　　　　　　あそこにベネッツのドールハウスがある
　　　　　　嘘でなければ、そこにそこに盗まれたコートがある！
　　　　　　暗くなったらここに来て、ファントムに会っちゃおう
　　　　　　そのおもちゃ、どうするつもり？
ファントム：スパイダーマン！
スパイダーマン：…光線銃だ！
ファントム：そうだよスパイダーマン、貴様は追い詰められたのだ！

Bパート

ファントム：遅かろうが早かろうが死んでもらうぞ、スパイダーマン！
スパイディ：エイ！
ファントム：あっ！我の光線銃が！
スパイディ：実は光を当てられるの苦手なんだ
ファントム：椅子攻撃を受けてみよー！
ファントム：ハハハ！とてもお似合いですぞ？
スパイディ：J.J.は…ｹﾎｹﾎ…怒るかも…ｹﾎ…しれない…
スパイディ：煙は消えたが、ドールハウスは盗まれた。
スパイディ：…ひらめいた！彼の住処を探そう！
　　　　　　さあおバカなファントムさん、すぐに向かうからね！
ファントム：あのバカ、しつこいな…
　　　　　　まあサンドラが世話をするからいいか…ハハハハハ！
スパイディ：ついに見つけた！さあ、後を追うぞ！


スパイディ：まちぶせされてる！なら…別のルートで！
ファントム：発射装置か何かで追いかけてくる！
　　　　　　応答しろダイアン、
　　　　　　スパイダーマンが工場に向かわんよう、止めてくるのだ
            他は失敗したが、それはマリー次第だ、彼を連れてこい！
スパイディ：前にも会ったことがあったね
マリー：来てちょうだい
スパイディ：私が断ったら？
　　　　　　レーザーを持った女にはぜったいに争わないから、連行して

ファントム；これは序の口にしか過ぎない
　　　　　　このコレクションを転売するため、
　　　　　　ロボットの軍隊を作る…世界征服のために！
スパイディ：家具を玩具にしたとしても、金持ちにはなれないよ
ファントム：よーく見ろスパイダーマン、玩具の家具を
　　　　　　やれ、ダイアン！
スパイディ：すごいロボットだねー
ファントム：貴様は秘密を知っている、だが決して答えないだろう！
　　　　　　なんなら貴様を小さくしてやるー！
ファントム：なぜ倒さんのだ！
スパイディ：自身たっぷりじゃん

警官C：この出展品の提供は、あなたの親愛なる隣人スパイダーマンである
警官C：またスパイディーの手柄になったなぁ

